
支援事例の紹介



基本情報（H30.5現在）

•お名前 ： Ｏ・R さん(女の子)

•生年月日：Ｈ２１年８月

•特別支援学校 小学部 3年生

•生まれたときの状況

低酸素性虚血性脳症・新生児仮死

•医療的ケア行為

夜間人工呼吸器使用、

気管切開・痰吸引、経管栄養



医療機器紹介

吸引器

サチュレーションモニター

エアマット



カフアシスト

吸入器

酸素圧縮機
人工呼吸器



家族構成

父：会社員 母：Rさん出産後は専業主婦
小学校入学後より仕事再開

Rさん

支援学校小3

妹：保育園（年長）



支援チームについて

•多機能型事業所Ａ(障害児通所支援、相談支援事業所）

・・・・・放課後等デイサービス、障害児相談支援（計画）

•総合病院Ｂ・・・・・小児科（呼吸器含む全体）

•小児専門病院Ｃ・・・・・リハビリ・補装具

•訪問看護ステーションＤ・・・訪問看護

•障害福祉サービス事業所Ｅ・・・・・居宅介護

障害福祉サービス事業所Ｆ・・・・・居宅介護

•特別支援学校小学部・・・・・・・・通 学

•訪問入浴介護事業所Ｇ・・・・・・・訪問入浴

•医療型障害児入所施設Ｈ・・・・・・・・・・医療型短期入所



支援チームの役割

• ヘルパー事業所

○ 居宅介護 ・身体介護（医ケア※）

・通院等介助

○ 移動支援

• 訪問看護ステーション

○ 看護（健康管理・医ケア※）

○ リハビリ

• 訪問入浴 ： 入浴

• 放課後等デイサービス（医ケア※）

○ 入浴

○ 療育・お友達との交流
※ 医ケア：経管栄養・痰吸引



支援チームの変遷

•生まれた頃(H21.8~)

•サービス利用開始の頃(H22.4~)

•震災後(H23.4~)

•妹誕生後(H2５.４~)

•現在（H30.5~) 



ご家族

市保健福祉センター
（福祉ケースワーカー）

市子育てセンター
（保健師）

総合病院Ｂ

生まれたころ（Ｈ２１．８～）



小児専門病院Ｃ

ご家族

相談室

総合病院Ｂ

市保健福祉センター
市子育てセンター

重症心身障害児（者）
通園事業B型

リハビリ

サービス利用開始のころ（Ｈ２２．４～）

多機能型事業所Ａ

*同系列



訪問看護ステーションＤ

ご家族

相談支援事業所Ｓ

障害福祉サービス事業所Ｅ

市保健福祉センター
市子育てセンター

市委託相談支援事業

居宅介護

訪問看護

震災後のころ（Ｈ２３．４）

小児専門病院Ｃ

相談室 多機能型事業所Ａ

総合病院Ｂ



ナザレ園

障害福祉サービス事業所Ｆ
訪問看護ステーションＤ

ご家族

特別支援学校
あそびばせんとらる

多機能型事業所Ａ
（児童発達支援）

多機能型事業所Ａ
(相談支援）

居宅介護

障がい児相談

小児専門病院Ｃ

相談室

妹誕生後（Ｈ２５．４～）

障害福祉サービス事業所Ｅ
総合病院Ｂ

市保健福祉センター
市子育てセンター



エデンの家
児童発達支援

訪問看護ステーションＤ

小児専門病院Ｃ

訪問入浴介護事業所Ｇ

ご家族

特別支援学校小学部

医療型障害児入所施設Ｈ

せんとらる

相談室

多機能型事業所Ａ
(相談支援）

多機能型事業所Ａ
(放課後等デイサービス）

総合病院Ｂ

市保健福祉センター
市子育てセンター

H28.4 入学

短期入所

訪問入浴

現在（Ｈ３０．４～）

障害福祉サービス事業所Ｆ

障害福祉サービス事業所Ｅ



利用者及び
その家族の
生活に対する

意向
(希望する生活)

◯体調の安定を図りながら、
週２回は学校に通わせたい。（母）

◯妹と過ごす時間を作りたい。（母）
◯入浴の負担が大きいので、手伝って欲しい。（母）
◯何かあった時に、
安心して預けられる場を確保しておきたい。(母)

総合的な
援助の

方針

◯医療や福祉のサービスを利用して、健康管理や生活の
お手伝いをしてもらいながら、家族と一緒に安心して
暮らしていけるようにする。

◯体調の安定を図りながら学校や事業所に通い、
いろいろな経験を積む。

長期目標
訪問入浴や短期入所の利用も進め、支援者や生活場面を
増やしていくことで家族の負担軽減や安心に繋げていく。

短期目標 健康状態を維持して、学校や事業所に通い、
いろいろな活動に参加できるようにする。

サービス等利用計画



サービス等利用計画
ニーズ・支援・サービス

解決すべき課題
(本人のニーズ)

支援目標
福祉サービス等

種類・内容・量 (頻度・時間) 提供事業者名

学校以外にも本人が、楽しく過ごせ
る場に通わせたい。

集団の中でいろいろな刺激を受けな
がら楽しく過ごせるようにする。

・放課後等デイサービス
月１０日

多機能型事業所Ａ

母が用事を済ませたり、休憩する時
間が取れるように、自宅で見てほし
い。

医療ケアを含めた見守り体制を整え
る。

・身体介護 月５５時間
・訪問看護 週２日

障害福祉サービス事業所Ｅ
障害福祉サービス事業所Ｆ
訪問看護ステーションＤ

入浴介助の負担が大きいので、手
伝って欲しい。

家族以外の支援を受けながら気持ち
よく入浴する。

・訪問入浴 週１回
・放課後等デイサービス
（4月～10月の暖かい時期のみ）

週１回

訪問入浴介護事業所Ｇ
多機能型事業所Ａ

通院する際の手伝いをしてほしい。
母との通院に同行してもらい、ス
ムーズに受診できるように手伝って
もらう。

・通院等介助
月３０時間

障害福祉サービス事業所Ｆ

姉妹で出掛ける機会も大事にしたい。
母が本人と妹を連れて出かける時に
本人の対応をお願いしたい。

体調管理の支援を受けながら家族と
の外出を楽しめるようにする。

・移動支援事業
月２０時間

障害福祉サービス事業所Ｅ

緊急時の対応として、安心してお泊
りできる場所を作っておきたい。

日中の利用から段階的に宿泊での利
用ができるようにする。

・医療型短期入所
月 ７日

医療型障害児入所支援Ｈ


